
 
平成 31年 3 月 11日 

各     位 

会 社 名   株 式 会 社    ナ イ ガ イ  

        代表者名  代表取締役社長 今泉 賢治   

（コード番号 8013 東証第一部） 

問合せ先 取締役管理部門担当 市原 聡   

（ＴＥＬ  03－6230－1654） 

 

平成 31年 1月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 30年 9 月 7日に公表いたしました平成 31年 1月期通期（平成 30年 2 月 1

日～平成 31 年 1月 31 日）の業績予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．平成 31年１月期 （平成 30年 2月 1日～平成 31年 1月 31日）の通期業績予想値の修正 

（連結）                                        （単位：百万円）                                                                              

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する  
当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ）  17,500 480 570 400 48円 71銭 

今回修正予想（Ｂ） 17,380 410 500 445 54円 20銭 

増減額  （Ｂ－Ａ） △120 △70 △70 45 ― 

増減率  （％） △0.7 △14.6 △12.3 11.3   ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 30年１月期） 
16,952 369 472 543 66円 17銭 

 
（個別）                                        （単位：百万円）                                                                              

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ）  14,500 400 325 39円 58銭 

今回修正予想（Ｂ） 14,300 400 305 37円 15銭 

増減額  （Ｂ－Ａ） △200 0 △20 ― 

増減率  （％） △1.4 0.0 △6.2   ― 
（ご参考）前期実績 

（平成 30年１月期） 
13,529 489 559 68円 07銭 

  

２．修正の理由 

連結売上高は、主にレッグウェア事業における量販店販路の苦戦により公表を下回る見込みです。営業利益、

経常利益は、主にテレビ通販のマージン率低下により下回りますが、投資有価証券の売却益等により親会社株

主に帰属する当期純利益は、公表を上回る見込みです。 

また、個別の当期純利益は、繰延税金資産の取り崩し等により公表を下回る見込みです。 

＊上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因に

より予想数値と異なる場合があります。 

以 上    


